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僕が 3年生のとき、第 1回の小学生新聞コンクールが開催されま
した。その時、僕が電車が大好きなのを知っていた担任の先生がす
すめてくださって、4年から毎年参加しています。
コンクールのテーマは「くらしと鉄道」ですが、今回、僕は、東
武鉄道が開通してから町がどんなふうに発展してきたのか、僕たち
のくらしがどう変わってきたのかを調べてみることにしました。東武
博物館で調べたり、東武の駅で駅員さんに取材したりして分かった
のは、東武の発展とともに町が発展していったということです。鉄
道が走っていたから、町が発展し、僕たちのくらしも便利になっていっ
たということがよく分かりました。東武と町の歴史を表現したかっ
たので、写真の代わりに、僕たちの町を走っていた東武の歴代の車
両の絵を描きました。
参加できる最後の年に、最優秀作品賞を受賞することができて、
とても嬉しく思っています。ありがとうございました。
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「ＴＯＢＵ鉄道新聞 くらしと鉄道特別号」
栃木県／栃木市立大宮北小学校
山口静也

第4回

受賞者の皆さんと主催者・後援者の役員

主催者挨拶をする上條会長

表彰式風景

全国小学校社会科研究協議会の久保田会長

受賞者 16名・受賞校 6校が出席
最優秀作品賞 1点は駅ポスターに
「新聞づくり」を通じて、子どもたちに鉄道や民鉄に対して関心
と理解を深めてもらうことを目的に開催されている「『私とみん
てつ』小学生新聞コンクール」。第4回となった昨年は、全国
403校から4774作品の応募があり、厳正な審査を経て選ばれ
た個人賞・学校賞の表彰式が 1月8日（土）に開催された。

私とみんてつ
小学生新聞コンクール表彰式を開催
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全国小学校社会科研究協議会 会長賞

日本民営鉄道協会 広報委員長賞

日本民営鉄道協会 会長賞

「民鉄わくわく作戦新聞」
長野県／上田市立川辺小学校　守屋深太

「京成電鉄のひみつ新聞」千葉県／成田高等学校付属小学校　原柊太朗

「メープル新聞」東京都／日野市立潤徳小学校　関　杏花
「ＳＬ新聞」
静岡県／
常葉学園大学教育学部附属橘小学校
山村健斗

「えちてつ新聞」
福井県／福井大学教育地域科学部附属小学校
水野清香

大井川鐵道にはＳＬが走って
います。僕はＳＬが大好きです。
大きな汽笛を響かせて、モクモク
と蒸気を出して、それはもうにぎ
やかで、一生懸命〝走っている〟っ
て感じがするんです。ほかの電車
はただ普通に走っているって感
じなんですけど、ＳＬからは〝頑
張るぞ〟っていう気持ちが伝わっ
てくる。そんなＳＬの魅力を伝
えたいと思いました。紙面全体
をＳＬの顔にして、そこに路線
図や写真を配置しました。ＳＬ
に乗ったことがない人は、とにか
く一度乗ってみてほしい。絶対、
感動するはずです。

上田電鉄の別所線は、地域の住民や観光
客の鉄道利用を増やしたいとさまざまな取
り組みをしています。僕の家族はみんなで
出かけるとき、電車を利用します。僕たち
が知っているその便利さを、ふだん利用し
ない人たちに伝えたいと思って、新聞をつ
くりました。新聞を見た人が「あぁ、そう
なんだ」と興味をもって読んでもらえるよ
うに、見出しや字の大きさ、組み方、色使
いなどに工夫を凝らしました。努力が評価
されて本当にうれしく思っています。家族
もとても喜んでくれました。

京王の高幡不動駅でポスターを見て、3
年生のときから参加しています。この新聞
コンクールに参加してから、いろいろなこ
とを知って、鉄道っていいなぁと思うよ
うになりました。一昨年の秋、父は仕事
中に倒れて、現在も通院リハビリ中です。
身体が不自由になってしまった父にやさ
しい電車だったらいいなと思って、今回は、
安全とバリアフリーについて調べて記事を
まとめました。これまでに佳作に入選した
ことはあるけど、優秀作品賞に選ばれたの
は初めて。父もとても喜んでくれました。

先生に、この新聞コンクールを教えて
もらって初めて応募しました。車より電
車の方が好きで、鉄道に興味があったの
で、京成電鉄のひみつを調べてみようと思
いました。調べてみると、使われなくなっ
た駅があったり、〝初めて〟がたくさんあっ
たり、新しい発見がたくさんありました。
文章にまとめたり絵を描いたりするのは大
変だったけど、楽しく仕上げることができ
ました。パンタグラフの形とか電車のいろ
いろなことに興味が湧いてきたので、次回
もぜひ参加したいと思っています。

子どもは、褒められること、評価される
ことが成長につながります。しかし、習字
や絵のコンクールでは、子どもたちの技術
レベルに差があるため、得意とする子と苦
手な子では取り組みの姿勢に差が出てし
まいます。みんなで取り組めるものはない
かと探して新聞づくりに行き当たり、授
業に活用しました。新聞づくりを通して、
子どもたちのまとめる力、調べる力は確
実に向上します。また、切符を買ったこ
とがない、電車に乗ったこともないという
子どもたちが増えるなか、地域の鉄道の
駅や電車を題材に新聞を作成することは、
地域を学ぶ絶好の機会となります。これ
からも続けていきたいと思います。

私はえちぜん鉄道に乗って通学して
います。家の最寄り駅の「越前開発駅」
を紹介する新聞をつくりました。イン
ターネットで調べるだけではなく、実
際に駅員さんに取材をして、島式ホー
ムや入鋏バサミの写真も撮らせてもら
いました。毎日、乗っているえちてつ
ですが、初めて知ったことがたくさん
ありました。楽しく読みやすい新聞に
しようと、時間をかけてつくったので、
賞をいただいてとてもうれしいです。福
井に観光に来た方にも、えちてつにた
くさん乗ってもらいたいと思います。

愛知県／扶桑町立柏森小学校

学校賞部門

最優秀作品賞・優秀作品賞・奨励賞・みんてつ特別賞を受賞した 16作品は、日本民営鉄道協会ホームページ内サイト
『みんてつキッズ』で紹介しています。http://kids.mintetsu.or.jp/

最優秀学校賞


